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［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］
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なお、前第 3 四半期会計期間は四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており、当第 3 四半
期会計期間より四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しているため、前年同期との比較を行ってお
りません。 
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四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
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項目 
前第３四半期会計期間 

(自 平成16年４月１日 

 至 平成16年12月31日) 

当第３四半期会計期間 

(自 平成17年４月１日 

 至 平成17年12月31日) 

前事業年度 

(自 平成16年４月１日 

 至  平成17年３月31日) 

2．固定資産の減価償却の方法 (1)有形固定資産 

建物（附竪R�備を除く）

については定額法、その

他については定率法を採

用しております。 

なお、主な耐用年数は以

下のとおりであります。

  

建        物 10～15年 

機械及び装置  7～17年 

工具器具及び備品   4～15年 

 

 

(2)無形固定資産 

ソフトウェア（

Zｭ〕についっは、��>p�

お嬉ｙｷ貼

!謖�ております。 (1)有形固定資産 

建物（附竪R�備を除く）

については定額法、その

他については定率法を採

用しております。 

なお、主な耐用年数は以

下のとおりであります。

��

建        物 10～3�N 
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（4）注記事項等 
（四半期貸借対照表関係） 

前第３四半期会計期間末 

（平成 16 年 12 月 31 日） 

当第３四半期会計期間末 

（平成 17 年 12 月 31 日） 

前事業年度末 

(平成 17 年 3 月 31 日) 

※1 有形固定資産の減価償却累計額 

242,646 千円 

 

2 偶発債務 

当社は株式会社パナファーム・ラ

ボラトリーズとの間で遺伝子破壊マ

ウスの飼育管理等に係る長期の委託

契約（契約期間 10 年）を締結してお

ります。当該契約によれば、当社も

しくはパナファーム社の一方が契約
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（四半期損益計算書関係） 
前第３四半期会計期間 

（自 平成16年４月１日 

 至 平成16年12月31日) 

当第３四半期会計期間 

（自 平成17年４月１日 

 至 平成17年12月31日) 

前事業年度 

（自 平成16年４月１日 

 至 平成17年３月31日) 

※1 研究開発費の総額 

一般管理費に含まれる研究開発

費の総額は875,964千円であり、そ

の主要なものについては次のとお

りであります。 

人件費 186,430千円 

外注費 400,289千円 

消耗品費 148,278千円 

減価償却費 63,177千円 

 

※2  営業外収益のうち主要なもの 

受取利息の
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 
当第３四半期会計期間 
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（有価証券関係） 
当第３四半期会計期間末（平成 17 年 12 月 31 日） 

1.子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

2.その他有価証券で時価のあるもの 

区分 取得原価（千円） 
第３四半期貸借対照表 

計上額（千円） 
差額（千円） 
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（デリバティブ取引関係） 
 前第３四半期会計期間（自 平成 16 年４月１日 至 平成 16 年 12 月 31 日） 

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。 
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（重要な後発事象） 
前第３四半期会計期間 

(自 平成16年４月１日 

 至 平成16年12月31日) 

重+¥約犬荊社�
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前事業年度 

(自 平成16年４月１日 


